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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.958%（税抜1.78%）の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり、将来の成果を示唆または保証するものではありません。

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

 基準価額 8,843 円

 純資産総額 78.6 億円

　最近5期の分配金の推移

設定来合計 －　円

※基準価額は1万口当たりです。

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 11.09% 　　 － 　　 － 　　 － 　　 － ▲ 11.57%

参考指数 ▲ 6.69% 　　 － 　　 － 　　 － 　　 － ▲ 7.08%

　ポートフォリオ構成比率

上場株式 96.2%

(内国内株式） (5.5%)

(内外国株式） (90.7%)

(内先物） (0.0%)

未上場株式 0.0%

短期金融商品その他 3.8%

99.5%

組入銘柄数 29 銘柄 

マザーファンド組入比率

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス(配当込み)〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を

乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の

権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止

する権利を有しています。

※マザーファンドを通じた実質比率です

（マザーファンドの組入比率を除く）。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/11）  553187
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　ニュートン・量子技術関連株式マザーファンドの状況（1）

※比率はマザーファンドの現物株式評価額に対する比率です。

（出所：ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

 ＜株式組入上位10銘柄＞

銘柄名 業種 国・地域 比率 銘柄概要

1 ＩＢＭ 情報技術 米国 6.3%

ITサービスおよびコンサルティングを中核とする世界的なテクノロ
ジー企業。量子ハードウェア、クラウド経由の量子計算環境、関連ソフト
ウェア基盤の開発を進めており、同分野の商用化を牽引する代表的企
業の一つ。

2
ハネウェル・インターナショナ
ル

資本財・サービス 米国 5.6%

航空宇宙、ビル制御、安全・生産性ソリューション、先端素材、化学品、
エネルギー効率化製品などを展開するグローバル企業。量子技術の研
究開発や関連ハードウェアの提供を通じて、次世代計算技術の産業応
用に取り組む。

3 シスコシステムズ 情報技術 米国 5.2%

ネットワーク機器、ITインフラ、セキュリティ、クラウド、コラボレーショ
ン関連サービスを提供する世界有数の情報通信技術企業。次世代計算
基盤の普及に不可欠なネットワーク、セキュリティ、データ通信インフラ
を支える存在として、量子エコシステムの発展を後押しする。

4 ＢＡＥシステムズ 資本財・サービス 英国 4.8%

防衛・航空宇宙分野において先進的なシステムの開発、製造、保守を行
う。軍用機、艦艇、潜水艦、レーダー、アビオニクス、通信機器、電子機
器、誘導兵器システムなどを展開。量子コンピューティングや量子技術
の活用が期待される防衛・セキュリティ領域において、関連システムや
先端技術基盤を提供。

5
クアンタム・コンピューティン
グ

情報技術 米国 4.7%

量子コンピューティング関連のアプリケーションソフトウェアおよび技
術ソリューションの開発を手掛ける。ハードウェア設計、アプリケーショ
ン開発、セキュリティ支援、コンサルティングサービスなどを提供する。
量子技術の実用化を見据え、企業や研究機関による量子計算の活用
を支援するソフトウェア・ソリューションを提供。

6 アストラゼネカ ヘルスケア 英国 4.6%

医薬品および医療関連製品の研究開発、製造、販売を行うグローバル
製薬企業。腫瘍、循環器、呼吸器、中枢神経、感染症など幅広い治療領
域で事業を展開。量子コンピューティングの進展は、創薬や分子シミュ
レーションの高度化を通じて研究開発の効率性向上に寄与する可能性
がある。

7
リゲッティ・コンピューティン
グ

情報技術 米国 4.2%
量子コンピュータおよび超伝導量子プロセッサの設計・開発を手掛け
る統合型システム企業。量子ハードウェアからソフトウェアまで一貫し
た開発体制を有し、量子計算の商用利用拡大を目指す。

8 Ｄウェーブ・クオンタム 情報技術 米国 4.1%

量子コンピューティングシステム、ソフトウェア、開発者向けツールおよ
び関連サービスを提供。企業、政府機関、研究所、金融機関など幅広い
顧客基盤を有し、量子アニーリング方式を中心とした量子計算技術に
強みを持つ。

9 キーサイト・テクノロジーズ 情報技術 米国 3.9%

電子計測ソリューションを提供する先端計測機器企業であり、無線、モ
ジュール型、ソフトウェアベースの各種測定サービスに強みを有する。
量子コンピューティングの研究開発に不可欠な高精度な計測、制御、
検証技術によって、量子デバイス開発を支える。

10 アマゾン・ドット・コム
一般消費財・サービ
ス

米国 3.9%

世界最大級のテクノロジー企業として、EC事業やクラウドサービス
（AWS）を中心に多角的な事業展開を行う。AWSを通じて「Amazon
Braket」などの量子コンピュータ・プラットフォームを提供し、研究者
や開発者へのアクセスを促進する。また、基礎研究や自社チップ開発、
関連企業への出資を通じて、量子技術の発展とエコシステム構築にも
取り組む。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/11）  553187



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年3月31日現在

　ニュートン・量子技術関連株式マザーファンドの状況（2）

　ファンドマネージャーのコメント

※「ニュートン・量子技術関連株式マザーファンド」の運用委託先であるニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエ

ルシーの基準日時点でのコメントを基に作成しています。

（出所：ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシーのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

＜企業規模（株式時価総額）別構成比率＞

企業規模 比率

大型株　（100億米ドル以上） 73.6%

中型株　（25億米ドル以上
　　　　　　　-100億米ドル未満）

17.8%

小型株　（25億米ドル未満） 8.7%

※業種および国・地域の比率はマザーファンド

の純資産総額に対する比率です。

※企業規模（株式時価総額）別構成比率は

マザーファンドの現物株式評価額に対する

比率です。

※小数点第2位を四捨五入しているため、

合計が100%にならない場合があります。

＜株式組入上位10業種＞

業種 比率

情報技術 66.8%

資本財・サービス 13.8%

コミュニケーション・サービス 6.8%

ヘルスケア 6.7%

一般消費財・サービス 3.8%

短期金融商品・その他 2.1%

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

　　　　　　　　　　　　－ 　　　　－

＜株式組入上位10ヵ国＞

国・地域 比率

米国 59.9%

英国 11.8%

日本 5.4%

中国 3.7%

イスラエル 3.4%

ドイツ 2.8%

フィンランド 2.8%

スイス 2.5%

スウェーデン 2.2%

韓国 2.2%

＜投資環境＞
米国株式市場は下落しました。米国とイスラエルがイランを攻撃しました。原油・天然ガス輸送の要衝であるホルムズ海峡が事実上の封

鎖状態となり、原油価格が大幅に上昇したことを受けて、実体経済や企業業績が悪影響を受けるという懸念が広がりました。
欧州株式市場も下落しました。中東での軍事衝突や原油など資源価格の上昇を受けて、エネルギーを輸入に依存する欧州経済への悪

影響が懸念されました。

＜運用経過＞
運用につきましては、量子技術に関連するハードウェア、ソフトウェア開発から部材供給、活用企業に至るまで技術分散とリスク分散を

意識した投資を行いました。
個別銘柄では、医療・通信システムの開発・販売を手掛けるセクトラが上昇しました。四半期決算において売上高・利益が市場予想を上

回ったことに加え、AI機能強化を目的とした買収の発表や、決算後のアナリストによる相次ぐ投資判断の引き上げが好感され、株価は上
昇しました。一方、アプリケーションソフトウェアおよび技術ソリューションの開発を手掛けるクアンタム・コンピューティングが下落しまし
た。四半期決算にて売上高が市場予想を大幅に下回ったことに加え、営業費用の急増により収益性への懸念が強まり、株価は下落しま
した。さらに、決算後に一部アナリストが目標株価を引き下げたことも、投資家心理の悪化につながりました。

＜今後の見通し＞
米国のマクロ環境では、インフレ圧力や地政学リスクの高まりを背景に、米連邦準備制度理事会（FRB）は景気減速が進む場合でも金

融緩和に慎重な姿勢を続けると見られます。政策金利は当面、中立～やや引き締め的な水準にとどまり、長期金利の上昇やクレジットス
プレッドの拡大を通じて金融環境は引き締まりつつあります。その結果、2026年後半にかけて景気減速リスクが高まる可能性がありま
す。企業業績は引き続き株式市場を下支えしているものの、成長の広がりは限定的です。米国ではエネルギーや一部ディフェンシブ・セク
ターが堅調で、利益率も底堅く推移していますが、テクノロジーや資本財では業績見通しに小幅な下方修正が見られます。AI投資は追い
風となっている一方、その恩恵は一部の大型株に集中しており、業績の安定性や財務基盤の強い企業が相対的に優位と考えられます。
米国小型株は割安感がある一方、金利や信用環境の影響を受けやすく、慎重な選別が必要です。足元では高品質で収益性の高い企業が
選好されており、金融環境の安定や利益改善が確認されれば、選別的な投資機会が広がる可能性があると考えています。米国以外では、
欧州は低調ながら割安感があり、日本は改革の進展や利益の底堅さが支援材料となっています。一方、中国は政策支援があるものの、
デフレ圧力と業績の弱さが続いています。非米国株式はバリュエーション面で魅力的ですが、今後のパフォーマンスはバリュエーション修
正よりも収益の安定性に左右される可能性が高いと見られます。

各種調査や専門家の見解によれば、量子コンピューティング関連市場は長期的に世界で数千億ドルから数兆ドル規模に成長する可能
性があると見込まれています。量子コンピューティングは、AIや暗号資産と比べて発展の初期段階にあり、今後数年にわたり高い成長余
地を有する分野として注目されています。同技術は理論研究の段階から実用化へと移行しつつあり、金融、医療、素材、サイバーセキュリ
ティなど幅広い分野で活用が期待されています。世界各国の大手テクノロジー企業や政府機関が積極的な投資を進めており、産業基盤
の整備が加速しています。足元では、金融モデリングや創薬、最適化問題などを中心に、初期的な商用利用や実証実験が進んでいます。
量子コンピューティングはごく小規模ながら実用化・商用化の初期段階に入り、金融、製薬、物流、素材分野で試験的なプロジェクトが展
開されています。また、クラウド経由で量子ハードウェアにアクセスできる環境が整いつつあり、企業による活用のハードルは低下してい
ます。研究機関や企業間の連携も拡大しており、「研究開発」から「商用化に向けた実証フェーズ」への移行が着実に進み始めていると考
えられます。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（3/11）  553187



　
　

　ファンド情報

設　定　日 2026年2月26日

償　還　日 2046年2月26日

決　算　日 毎年2月26日および8月26日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの特色（2）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（1）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（2）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（3）

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（8/11）  553187



　
　

　お申込みメモ

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの費用

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（10/11）  553187



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年3月31日現在

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

ニュートン・量子技術関連株式ファンド 愛称 クアンテック
追加型投信／内外／株式

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

＊2026年4月1日付で「一般社団法人日本投資顧問業協会」から「一般社団法人資産運用業協会」に名称変更しました。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（11/11）  553187


